
１　基本目標　　まちと商業の一体化

【施策の方向】２異業種・業態との連携推進

施策１　商業の新連携促進

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

主体 主体 支援 支援 支援
あきんどマガジンやクーポ
ンアプリ事業等を通し新た
な業種、業態との連携を深
めるなど、商業団体と連携
して取り組みます。プレミ
アム付商品券販売に合わせ
た事業を実施する。

新連携事業実施に協力
します。

連携事業実施に向け企
画並びに支援を行いま
す。

新連携事業実施に協力
します。

商店街と大型店などが
共同して実施する事業
に対し支援します。

あきんどマガジンのＷ
ＥＢ化を企画したもの
の達成できず。

実施無し。 今年度も加古川主催で
はあるが2市2町交流会
を開催。

実施無し。 実施無し。

Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ
実施無し。 実施無し。 高砂からの参加が年々

減少気味なので、参加
促進を心掛けたい。

実施無し。 実施無し。

継続 継続 継続 継続 継続
より連携を広くしまた
個々との連帯を深め意
見などを多く取り入れ
たい。

今後も新連携事業実施
に協力していく。

次年度は高砂主催の
為、新たな企画等で参
加事業所を募りたい。

今後も新連携事業実施
に協力していく。

支援の方法を検討し、
積極的に実施する。

Ｃ

短期的施策 実施年度

総合戦略

新連携の具体的内容を目標とすべきである

商業の活性化（◆同業・異業種間との連携事業）

達成状況

自己評価

31
年
度

第３者
評価

事業名

取組内容

◎共同事業の実施

実施主体

（平成26年度～（平成28年度見直し）～平成32年度）

今後の方
向性

短・中長期
の別
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２　基本目標　　新たな個性の創出

【施策の方向】１個店の独自性の創出

施策１　個性ある個店づくり

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

支援 支援 主体 支援 支援
既存商品の発掘に加え
新たな付加価値を付け
よりクオリティーを高
めます。

既存商品の研究を支援
します。勉強会・講習
会などの情報を提供し
ます。

新たに、推奨品を募集
し、認定品の広報活動
に努めます。

既存商品の掘起しの支
援やＰＲを行います。

平行線。 観光ビューローの推奨
品をイベント等にてＰ
Ｒした。

推奨品の更新を行っ
た。またふるさと納税
記念品の発掘をおこ
なった。

観光交流ビューローと
協力、連携しＰＲ等を
行った。

Ｂ (Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ） Ａ Ａ Ａ
新たな商品がなかっ
た。

観光推奨品のブースを
設けるなどＰＲ活動を
行うことが出来た。

推奨品の更新、ふるさ
と納税記念品の発掘を
行った。

観光交流ビューローと
連携し、高砂市観光物
産推奨品事業への協
力、各種イベントを通
してＰＲができた。

継続 (拡充・継続・縮小・廃止） 継続 継続 継続
個店に対し提案や協力
をして行きたい。

今後とも継続して観光
推奨品のＰＲを積極的
に進めていきたい。

来年新たに推奨品の選
定を行うと共に、新た
なふるさと納税記念品
の発掘をおこなう。

観光交流ビューローと
連携し、商品の掘り起
し、販路開拓に向けた
ＰＲを行う。

Ａ

短期的施策 実施年度

【施策の方向】２魅力ある商業地の創出

施策１　商店街の活気づくり

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

主体 支援 支援 支援 支援
あきんどクーポンマガ
ジンを年２度発行。ア
プリとも連動し、より
内容の充実を検討しま
す。

にこにこポイント制度
の促進に向け協力しま
す。

にこにこポイントカー
ド普及並びに利用促進
に協力します。

実施に向けて支援しま
す。

にこにこポイント制度
導入に伴い電子マネー
カードを導入する市内
商店の支援策を検討し
ます。キャッシュレス
化を推進する。

今年度は発行無し。 にこにこポイント制度
実施に協力した。（Ｗ
ＡＯＮカード作成、ポ
イント付与事業への参
加）

会館内への機器導入を
検討したが、持ち出し
分がないとの事で断
念。

ニコニコポイント制度
に協力した。

国の支援策等につい
て、関係各所に情報提
供を行った。

Ｂ Ａ Ｃ Ａ Ｂ
アプリ事業の研究が必
要。

ＷＡＯＮカード作成や
ポイント付与事業への
参加を行った。

特に利用促進について
協力できなかった。

ニコニコポイント制度
に協力した。

キャッシュレス化推進
に対して具体的な対応
策の検討に至らなかっ
た。
（にこにこポイント制
度は今年度で終了）

継続 継続 廃止 継続 継続
規模の検討。 ポイント制度の促進に

向け協力します。
当所は普及促進にそぐ
わない。

支援活動を継続する。 キャッシュレス化等支
援策を推進する。

Ｂ

短期的施策 実施年度

取組内容

短・中長期の別 （平成26年度～平成31年度）

総合戦略 商業の活性化（○市内商店への電子マネーカード制度の導入支援）

31
年
度

取組内容

達成状況

自己評価

今後の方
向性

第３者
評価

今後の方
向性

発掘成果も見られる

（平成26年度～（平成28年度見直し）～平成32年度）

事業名 ◎既存商品の掘起し

実施主体

達成状況

自己評価

短・中長期の別

31
年
度

総合戦略

第３者
評価

商業の活性化（◆市内商店の高付加価値化、個性のある個店づくりへの支援）

事業名 ◎ポイントサービス等の実施

実施主体
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３　基本目標　　可能性の追求

【施策の方向】１創業（開業）支援

施策１　創業に役立つ情報発信の充実

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

主体 支援 支援 支援
創業塾、個別相談を継
続的に実施予定。

創業者向けセミナーを
ＰＲします。

創業塾、個別相談実
施。女性向け創業セミ
ナー実施

商工会議所が実施する
創業者向けセミナーの
ＰＲを行った。

(Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ） (Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ） Ａ (Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ） Ｂ
女性向け創業セミナー
は、参加者も多い。

創業者向けセミナーの
ＰＲができた。

(拡充・継続・縮小・廃止） (拡充・継続・縮小・廃止） 継続 (拡充・継続・縮小・廃止） 継続
女性向け創業セミ
ナー、創業塾、個別相
談の実施を継続して行
う。

今後も創業者向けセミ
ナーをＰＲを行ってい
く。

Ｂ

短期的施策 実施年度

セミナーも継続している

短・中長期の別 （平成26年度～（平成28年度見直し）～平成32年度）

総合戦略 創業（起業）支援（◆若者、女性向け創業支援）

実施主体

31
年
度

取組内容

達成状況

自己評価

今後の
方向性

第３者
評価

事業名 ◎創業者向けセミナーの充実
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３　基本目標　　可能性の追求

【施策の方向】２商業者育成の推進

施策２　情報の収集

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

主体 支援 支援 支援 支援
アンケートの定期的な
実施に向け協力しま
す。

アンケートの定期的な
実施に向け協力しま
す。

平成３１年度アンケー
ト調査実施に向けて取
り組みます。

観光客誘致と集客の観
点から、アンケート実
施に協力する。

平成３１年度アンケー
ト調査実施に向けて取
り組みます。

アンケートの実施後判
断。

お買い物等に関するア
ンケート調査回答に協
力した。

商業者アンケート調査
を実施した。

観光振興に関する独自
アンケートを旧工楽邸
で実施した。

市民へお買い物等に関
するアンケート調査を
実施した。

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ
お買い物等に関するア
ンケート調査回答に協
力することができた。

お買い物等に関するア
ンケート調査回答に協
力することができた。

商業者アンケート調査
を実施することができ
た。

観光振興に関する独自
アンケートを旧工楽邸
で実施した。

市民へお買い物等に関
するアンケート調査を
実施することができ
た。

(拡充・継続・縮小・廃止） (拡充・継続・縮小・廃止） (拡充・継続・縮小・廃止） (拡充・継続・縮小・廃止） (拡充・継続・縮小・廃止）

Ａ

中長期的施策 実施年度 （平成29年度～平成31年度）

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

支援 主体 支援 支援
商店街の実態調査に協
力します。

平成３１年度商店街の
実態調査の実施に向け
取り組みます。

平成３１年度商店街の
実態調査の実施に向け
支援します。

アンケートの実施後判
断。

商業者アンケート調査
を実施した。

商業者アンケート調査
を実施した。

Ａ (Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ） Ａ (Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ） Ａ
アンケートの積極的な
回答が出来た。

商業者アンケート調査
を実施することができ
た。

商業者アンケート調査
を実施することができ
た。

(拡充・継続・縮小・廃止） (拡充・継続・縮小・廃止） (拡充・継続・縮小・廃止） (拡充・継続・縮小・廃止） (拡充・継続・縮小・廃止）

Ａ

短期的施策 実施年度

実施主体

事業名 ◎アンケート（消費者・商業者）の定期的な実施

自己評価

今後の
方向性

第３者
評価

実施の成果が見られる

短・中長期の別

事業名 ◎商店街の実態調査

実施主体

31
年
度

取組内容

達成状況

実施の成果が見られる

短・中長期の別 （平成29年度～平成31年度）

31
年
度

取組内容

達成状況

自己評価

今後の
方向性

第３者
評価
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３　基本目標　　可能性の追求

【施策の方向】２商業者育成の推進

施策３　後継者の育成

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

主体 主体 支援 支援
まちづくりワーク
ショップ等を開催しま
す。

まちづくりワーク
ショップ等の開催に協
力します。

まちづくりワーク
ショップ等の開催に協
力します。

まちづくりワーク
ショップ等の開催支援
を行います。

アンケートの実施後判
断。

兵庫大学が、連携協定
により商店街活性化に
ついてのワンコイン講
座を実施。

旧工楽邸などで各種
ワークショップを開催
した。

商業団体や商工会議所
等が開催するワーク
ショップ等をＰＲし
た。

Ａ (Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ） Ａ Ａ Ｂ
会議所主催のセミナー
への参加促進が出来
た。

兵庫大学との連携によ
り人材育成を図ること
が出来るのではとの可
能性を感じた。

旧工楽邸などで各種
ワークショップを開催
した。

ＰＲのみの支援となっ
た。

継続 (拡充・継続・縮小・廃止） 継続 継続 継続
今後も中身のあるワー
クショップを開催す
る。

産学連携によるワーク
ショップの開催を考え
ていく。

引き続き拡大し実施を
進める。

まちづくりワーク
ショップ等の開催支援
を行う。

Ａ

短期的施策 実施年度

事業名 ◎まちづくりワークショップ、勉強会等の開催

実施主体

31
年
度

取組内容

達成状況

自己評価

今後の方
向性

第３者
評価

実施の成果が見られる

短・中長期の別 （平成26年度～（平成28年度見直し）～平成32年度）

総合戦略
地域づくり・人づくりの支援（◆まちづくりリーダーの育成）、空き店舗の活用(◆まちづくりリーダー養成）、商業の活
性化（◆後継者育成への支援）
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４　基本目標　　魅力を活かす

【施策の方向】１まちの魅力活用

施策１　魅力活用の推進

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

主体 支援 主体 支援 支援
商業施設等を活かした
イベントを商業団体や
行政と協力し、開催し
ます。

イベントの実施に向け
て協力します。

商業施設等を活かした
イベントを商業者と協
力し、開催します。

イベントを実施した際
にＰＲします。

イベントの実施に向け
支援します。

まちゼミの実施。 イベント実施時に参
加。

高砂地区、荒井地区の
両地区でふらっ灯バル
を実施した。

町の観光会館をオープ
ンし物産品の販売、Ｐ
Ｒを行った。

バルなどの実施に向
け、市のＨＰや広報誌
でイベントを紹介し
た。

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ
バルでの市内回遊は成
果。

イベント実施時に参
加。

高砂地区、荒井地区の
商店を知っていただく
良い機会となった。

町の観光会館をオープ
ンし物産品の販売、Ｐ
Ｒを行った。

バルなどの実施に向
け、広報などで協力で
きた。

継続 継続 継続 継続 継続
規模の拡大。 今後も実施時には協力

していく。
商業施設を知ってもら
うためにもイベントの
実施が必要である。

今後は誘客施設で物産
品の販売、ＰＲを積極
的に実施する。

商店街・商店の活性化
のイベントを支援して
いく。

Ａ

短期的施策 実施年度

事業名 ◎（商店街を活用し）高砂の魅力を活用したイベントの実施

実施主体

31
年
度

取組内容

達成状況

自己評価

今後の方
向性

第３者
評価

成果が見られる

短・中長期の別 （平成26年度～（平成28年度見直し）～平成32年度）

総合戦略 商業の活性化（◆商店街・商店の活性化ｲﾍﾞﾝﾄ支援）
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４　基本目標　　魅力を活かす

【施策の方向】２まちの魅力発信

施策１　ＰＲ活動の推進

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

主体 主体 主体 主体 支援
マップ・情報誌に店舗
情報やイベント情報、
観光案内等の付加価値
加え掲載しＰＲしま
す。

作成されたマップ・情
報誌を活用しＰＲに協
力します。

マップ・情報誌に店舗
情報やイベント情報、
観光案内等の付加価値
加え掲載しＰＲしま
す。

マップ・情報誌の作
成・配布をします。ま
ちの案内所設置事業を
実施します。

マップ・情報誌の作
成・配布を支援しま
す。

あきんどマガジンの終
刊であらたな媒体を模
索中。

マップ・情報誌を活用
し、市内各所やイベン
トをＰＲした。

実施無し。 新たなＭＡＰの作成を
おこなった。高砂町の
ＭＡＰには飲食店等の
情報をのせた。

マップ・情報誌の作成
及び配布を支援した。

Ｂ Ａ Ｃ Ａ Ａ
実施無し。 マップ・情報誌を活用

し、市内各所やイベン
トをＰＲした。

実施無し。 マップ・情報誌の作
成・配布を実施した。

マップ・情報誌の作
成・配布の支援ができ
た。

継続 継続 継続 継続 継続
紙媒体からＷＥＢ媒体
への検討。

今後も活用及びＰＲに
協力していく。

新たな情報媒体の検
討。

今後も様々な地域で来
訪者の利便性を向上す
るために必要な作成、
配布を行う。

今後も作成・配布を支
援する。

Ｂ

短期的施策 実施年度

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

主体 支援 主体 主体 支援
アプリ事業を今後ＳＮ
Ｓ（ＦＢ，Ｌｉｎｅ）
などと連動も視野に取
り組みたい。

ウェブサイトの情報を
活用しＰＲに協力しま
す。

アプリ事業を今後ＳＮ
Ｓ（ＦＢ，Ｌｉｎｅ）
などと連動も視野に取
り組みたい。

ウェブサイトを活用し
情報提供します。

ウェブサイトを活用し
情報提供します。

協議段階。 ウェブサイトの情報を
活用しＰＲを行った。

協議段階。 Facebook、インスタグ
ラム、ＨＰなどで積極
的に広報につとめた。

市のホームページや
Facebook、観光情報な
どを提供している民間
サイトを活用し、情報
提供した。

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ
研究が必要。 ウェブサイトの情報を

活用しＰＲを行った。
予算や活用面など課題
も多い。

Facebook、インスタグ
ラム、ＨＰなどで積極
的に広報につとめた。

各ウェブサイトを活用
し、イベントやまちの
魅力をＰＲした。

継続 継続 継続 継続 継続
実施に向けた積極的な
取り組み。

今後も活用及びＰＲに
協力していく。

実施に向けた積極的な
取り組み。

ＨＰの内容の充実
ＳＮＳの活用を進めて
行く。

市公式ｽﾏｰﾄﾌｫﾝｱﾌﾟﾘの提
供を開始したので、活
用していく。

Ｂ

短期的施策 実施年度

事業名 ◎マップ・情報誌の作成・配布

実施主体

31
年
度

取組内容

達成状況

自己評価

今後の
方向性

第３者
評価

マップ・情報誌の活用

短・中長期の別 （平成26年度～(平成28年度見直し）～平成32年度）

事業名 ◎ウェブサイトの活用

実施主体

（平成26年度～（平成28年度見直し）～平成32年度）

自己評価

今後の方
向性

第３者
評価

取り組みは評価できるが、さらなる成果が求められる

31
年
度

取組内容

達成状況

短・中長期の別

13



５　市内主要地区重点施策

（１）銀座商店街周辺を中心とした高砂地区

【施策の方向】　高砂町の歴史的な街並みを活かすとともに交流の拠点となる商店街づくり

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

主体 支援 支援 支援 支援
商店街の再生に向け、
商店街が協力して新た
な出店等の取組みを促
進します。

朝ごぱん市に子ども会
など各種市民団体が参
加できる機会を設ける
取り組みを行います。

兵庫大学との連携も含
めた協力をさせていた
だきたい。

朝市開催に向けて協力
します。

商店街・商店の活性化
イベント支援。

定着し多くの出店者や
集客が出来た。

イベントのＰＲを行っ
た。

ＬＩＮＣプロジェクト
を通じて商店街活性化
について協議の上、町
歩きイベント等を実
施。

中嶋邸を４月より
ビューロー事務所をま
ちの観光会館として活
用をおこなった。

（銀座商店街）毎月第3
土曜日の朝市開催に際
し、ＰＲ及び駐車場の
確保等を協力した。

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
朝ごぱんの継続した成
果あり。

各回、多くの参加者が
集まった。

神戸芸工大の授業の一
環で、工楽邸や古民家
等現地視察を実施し
た。

中嶋邸を４月より
ビューロー事務所兼ま
ちの観光会館として活
用をおこなった。

朝市開催に際し、ＰＲ
や駐車場の確保などの
支援ができた。

継続 継続 継続 継続 継続
日常の商店街へのつな
がり。

今後も協力していく。 空き店舗を活かした具
体的な提案で、クリエ
イティブ産業誘致事業
を進めたい。

中嶋邸を含め本年修復
した松本家蔵などの活
用を今後も続けてい
く。

商店街・商店の活性化
イベントを支援する。

Ａ

短期的施策 実施年度

（２）アスパ高砂

【施策の方向】　文化と協調した新しい形態でのショッピングづくり

商業団体 住　民 商工会議所 観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ 行　政

主体 支援 支援 支援 支援
生活情報を発信できる
事業の企画、実施を検
討します。

生活情報の発信に向け
た取組みに協力しま
す。

情報発信の場としてア
スパ高砂を利用させて
いただきたい。

生活情報の発信に向け
た取組みに協力しま
す。

アスパ高砂に市役所の
機能の一部が設けれる
よう検討します。

今後、イオンの経営に
なった際の市の関わり
が非常に重要

生活情報に関するイベ
ントやセミナーに参加
した。

当所事業の情報発信の
場として利用させてい
ただいた。

実施無し。 市政情報を発信用の情
報掲示板を活用した
が、市役所機能の検討
実施には至らず。

Ｂ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ
今後を注視したい。 生活情報の発信源とし

て利用した。
有効に利用させていた
だいた。

具体的取組なし。 他部署と協力して情報
掲示板を活用できた
が、機能の一部設置は
出来ず。

継続 継続 継続 継続 継続
商業者は協力的もイオ
ンがどの程度、地域性
を重視するか？期待し
たい！！

今後も利用していく。 今後も利用していく。 他団体の事業などを広
報誌やサイネージを活
用し発信していく。

市政情報発信掲示板の
活用に努めるとともに
行政サービスの提供に
向けて検討する。

Ｂ

短期的施策 実施年度

事業名 ◎空き店舗等を利用した定期的なイベントの開催（朝市など）

31
年
度

取組内容

達成状況

自己評価

今後の
方向性

第３者
評価

第３者
評価

成果が一部にとどまっている

成果が見られる

短・中長期の別 （平成26年度～(平成28年度見直し）～平成32年度）

総合戦略 商業の活性化（◆商店街・商店の活性化ｲﾍﾞﾝﾄ支援）

実施主体

短・中長期の別 （平成26年度～(平成28年度見直し）～平成32年度）

事業名 ◎生活情報の発信の拠点づくり

実施主体

31
年
度

取組内容

達成状況

自己評価

今後の方
向性
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